
 
 

 

氏 名 派遣期間

2/14～2/15

TEC-FORCE

2/17

3/2

研究官 粟田　貴宣 3/2

下水道

研究部

下水処理

研究室

部・ｾﾝﾀｰ、課室及び役職

松橋　学研究官

宮田　正史室長
港湾施設

研究室
港湾研究部

道路構造

物研究部

道路基盤

研究室
室長 渡邉 一弘 2/15

氏 名 派遣期間

7/9

TEC-FORCE

7/17

TEC-FORCE

7/18

部・ｾﾝﾀｰ、課室及び役職

西田 秀明

社会資本

マネジメ

ント研究

センター

熊本地震

復旧対策

研究室

室長

氏 名 派遣期間

9/5～9/9

TEC-FORCE

9/8

TEC-FORCE

9/8

TEC-FORCE

道路構造

物研究部
伊藤  浩和

山越  隆雄室長
砂防

研究室土砂災害

研究部 土砂災害

研究室
主任研究官

部・ｾﾝﾀｰ、課室及び役職

構造･基礎

研究室
主任研究官

瀧口  茂隆

氏 名 派遣期間

7/23

TEC-FORCE

7/9

7/14

TEC-FORCE

8/11

主任研究官 坂井 佑介 8/10～12

7/14

TEC-FORCE

研究員 西脇 彩人 8/10～12

7/15

TEC-FORCE

11/18

8/11～12

12/14～15

7/15

TEC-FORCE

8/11～12

12/14～15

鈴木 大和 11/18

7/10

TEC-FORCE

8/5

7/10

TEC-FORCE

8/5

餘久保 陽 8/5

鎌田 将史 8/5

山田 慎太郎 8/5

7/27

TEC-FORCE

7/29～30

7/27

TEC-FORCE

藤田 智弘 7/29～30

研究官 佐々木 惇郎 7/29～30

7/15

TEC-FORCE

7/27

TEC-FORCE

7/29～30

8/4

TEC-FORCE

主任研究官 藤原 年生 7/29～30

8/4

TEC-FORCE

7/15

TEC-FORCE

7/29～30

7/5

TEC-FORCE

7/7

TEC-FORCE

部・ｾﾝﾀｰ、課室及び役職

西田 秀明

社会資本

マネジメ

ント研究

センター

熊本地震

復旧対策

研究室

室長

道路地震

防災研究室
研究官 小嶋 啓太

主任研究官
中尾 勝

研究官

室長 七澤 利明

構造・基礎

研究室

渡邉 一弘室長

道路基盤

研究室

若林 由弥研究官

主任研究官
伊藤 浩和

白戸 真大室長

橋梁

研究室

室長

主任研究官 木下 篤彦

（近畿地方

整備局）
岸本 昌之

砂防

研究室

山越 隆雄

7/23
（九州地方

整備局）
小野 宏紀土砂災害

研究部

室長 中谷 洋明

主任研究官 瀧口 茂隆

研究官
金澤 瑛

土砂災害

研究室

道路構造

物研究部

 

 

氏 名 派遣期間

10/28主任研究官 伊藤 浩和
道路構造

物研究部

部・ｾﾝﾀｰ、課室及び役職

構造・基礎

研究室

氏 名 派遣期間

室長 七澤 利明 12/25

主任研究官 藤田 智弘 12/25

研究官 佐々木 惇郎 12/25

部・ｾﾝﾀｰ、課室及び役職

道路構造

物研究部

構造・基礎

研究室

●法雲寺橋における下部構造の沈下 

 

氏 名 派遣期間

室長 七澤 利明 12/11

主任研究官 藤田 智弘 12/11

構造・基礎

研究室

道路構造

物研究部

部・ｾﾝﾀｰ、課室及び役職

●米町川橋における下部構造側方移動 

 

●福島県沖を震源とする地震 

 

●上関大橋における橋面段差発生 

 

●国道 41 号下呂市門坂地区道路崩壊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏 名 派遣期間

室長 七澤 利明 11/16

主任研究官 藤田 智弘 11/16

構造・基礎

研究室

道路構造

物研究部

部・ｾﾝﾀｰ、課室及び役職

●台風 10 号 

 

 

研究動向・成果 
 

 

避難所の健康確保等のためのマニュア
ル原案の社会実装に向けた検討 
（研究期間：令和２年度～令和３年度） 

 

建築研究部 設備基準研究室  室長  平光 厚雄  主任研究官 山口 秀樹 

（キーワード）  避難所、健康、安全、建築設備 

 

１．はじめに 

これまでの震災では避難所生活が長期間に及んだ

場合、精神面も含めた健康被害防止と安全確保のた

めに、避難所の生活環境改善手法が必要であること

がわかっている。そこで、平成29年度～令和元年度

に「避難所における被災者の健康と安全確保のため

の設備等改修技術の開発」を行った。本報では、本

研究の成果の概要、今後の展開等について紹介する。 

 

２．研究概要 

2.1 吸音性をもつパーティションの評価 

避難が長期化すると、プライバシー保護、快適性

向上を求め、音の問題や子供の声などの騒音問題が

顕在化する。そこで、音環境とプライバシーの両方

を考慮した避難所用パーティションについて試作し、

音材を張り付けたパーティションにより、体育館内

の残響時間の短縮により、喧騒感の低減を確認した。 

 

図-1 パーティション設置による 

体育館内の残響時間予測計算例 

2.2 保安性と睡眠環境を両立する照明手法の提案 

避難所の照明として、避難・防犯のための照明と

睡眠時に適した照明が求められるが、これらに必要

な明るさは相反する。そこで、仮設できる間接照明

器具を開発し、輝度分布に基づく睡眠時の眩しさの

程度、および照度分布に基づく保安性について実測・

シミュレーションにより確認した。 

 

図-2 照明方法の違いによる眩しさ低減効果の検討 

2.3 避難所の健康確保等のための設備計画マニュア

ル原案の作成 

避難所の生活環境確保のための具体的な手法等に

ついて、地方公共団体等へのヒアリング調査、学会

等との意見交換等により整理し、設備計画マニュア

ル原案を作成した。主な内容としては、「健康確保

等の⽬標⽔準の設定」、「避難者への開放場所の整

理」、「ライフライン途絶に対応した設備機能確保

の具体的な⼿法」であり、「設備容量および費⽤の

試算例」についても記載している。 

 

３．今後の展開 

新型コロナウイルス感染症等への対応についての

新たな課題が生じている。「密を避ける」ことが基

本方針となるが、この対策は同時に、上述した避難

所生活環境の改善にも有効である。避難所施設の有

効な活用方法と設備計画を取り纏め、各自治体にお

ける具体的な避難所整備に有効な資料として、「避

難所の健康確保等のための設備計画マニュアル（案）」

を作成し、HP等で公表する予定である。 
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研究動向・成果

避難所の健康確保等のための 
マニュアル原案の社会実装に向けた検討
（研究期間 ：令和２年度～令和３年度）

建築研究部　設備基準研究室　 室長
（博士（工学））

　平光　厚雄　 主任研究官
（博士（工学））

　山口　秀樹

（キーワード）　避難所、健康、安全、建築設備
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